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村松浜在住の浮須さんファミリー　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　左から　小百合（さゆり）さん　３歳、華子（はなこ）さん　６歳、

健汰（けんた）さん　小２、汰郎（たろう）さん　小４　   
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【題字】 大泉　茜さん

主な内容

第 3回定例会日程（予定）

H28年

編
集
後
記

編
集
後
記

　
胎
内
市
に
は
空
き
家
が
数
百
件

あ
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
が
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。す
で
に
数
件
の
登
録
が

あ
り
、
商
談
も
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。„
も
っ
た
い
な
い
“
の
精
神
で

使
え
る
物
件
は
有
効
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
も
東
洋
経
済
新
報
社

に
て
行
わ
れ
た
全
都
市
「
住
み
よ
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
て
胎
内
市
は
813
都

市
中
、
昨
年
の
89
位
か
ら
74
位
と
順

位
を
上
げ
ま
し
た
。ま
た
、
県
内
に

お
い
て
は
20
市
中
４
位
か
ら
２
位

に
浮
上
し
て
い
ま
す
。住
み
よ
さ

は
、
行
政
だ
け
が
作
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。総
合
計
画
策
定
に
関
わ

り
共
に
未
来
を
志
向
す
る
方
々
、
米

粉
普
及
の
た
め
日
夜
研
鑽
を
続
け

る「
わ
い
わ
い
会
議
」の
皆
さ
ん
、
他

に
も
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
市
民
の
活
動
が

あ
り
ま
す
。〈
人
口
〉と
い
う
観
点
で

な
く
〈
市
民
満
足
〉
と
い
う
分
野
に

お
い
て
、
胎
内
市
が
一
つ
の
手
本
に

な
る
時
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
空
き
家
や
貧
困
な
ど
の
問

題
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。更
な
る
住

み
よ
さ
を
目
指
し
、
共
に
こ
れ
か
ら

の
胎
内
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
佐
藤
陽
志
　
記
）

◎
第
１
回
定
例
会
の
議
決
結
果
に
つ
い
て（
Ｐ
２
）

・
特
に
問
題
は
な
い
が
、
も
う
少
し
字
を
大
き
く
し

て
他
の
所
と
同
様
に
色
を
付
け
た
方
が
読
み
や
す

い
。

◎「
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
」
及
び
、「
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
し
、
核
兵
器
・
ミ
サ
イ
ル

を
放
棄
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出
す

る
こ
と
へ
の
討
論
に
つ
い
て（
Ｐ
３
）

・
特
に
反
対
討
論
に
つ
い
て
、Ｐ
２
の
表
の×

表
記
だ

け
で
は
わ
か
ら
な
い
理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
良

い
。

◎
会
派
代
表
質
問
・
一
般
質
問
に
つ
い
て
（
Ｐ
４
〜

Ｐ
15
）

・
春
ら
し
い
ピ
ン
ク
色
刷
り
で
文
字
も
目
立
ち
、
読

み
易
く
て
良
か
っ
た
。

◎
閉
会
中
所
管
事
務
調
査
・
行
政
視
察
報
告
に
つ
い

て（
Ｐ
16
〜
Ｐ
17
）

・「
厚
生
環
境
常
任
委
員
会
」
の
内
容
は
、
施
設
の
概

要
と
文
責
者
の
コ
メ
ン
ト
が
は
っ
き
り
色
を
使
っ
て

分
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、他
の
委
員
会
の
内
容
は
、概

要
と
コ
メ
ン
ト
が
一
緒
に
な
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
常
任
委
員
会
審
査
に
つ
い
て（
Ｐ
18
〜
Ｐ
19
）

・
文
字
数
は
多
い
が
、
太
字
や
色
分
け
さ
れ
て
い
た

の
で
、す
ら
す
ら
と
読
め
ま
し
た
。

◎
平
成
28
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

（
Ｐ
20
〜
Ｐ
21
）

・
写
真
が
多
く
見
易
く
て
良
か
っ
た
。

◎
表
紙･

裏
表
紙
（
傍
聴
記
、
編
集
後
記
等
）
に
つ
い

て・
背
表
紙
の
色
と
二
色
刷
を
揃
え
ら
れ
て
い
て
ま
と

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。先
回
の
緑
は
良
か
っ

た
の
で
他
の
色
の
場
合
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

問
題
な
く
安
心
し
ま
し
た
。今
後
の
色
も
期
待
し
ま

す
。

◎
議
会
報
に
関
す
る
意
見
、提
言

・
今
回
の
ベ
ー
ス
の
ピ
ン
ク
色
は
春
ら
し
く
見
た
目

は
良
い
の
で
す
が
、と
て
も
読
み
に
く
か
っ
た
。

き
の
と
小
学
校
　
６
年
生

 

大
泉

　茜

 

　
　
　
　
さ
ん
の
作
品
で
す
。

私
は
読
書
が
好
き
で

す
。
学
校
で
は
、
図

書
委
員
長
と
し
て
、

多
く
の
人
に
本
を
読

ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
ま

す
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

や
推
理
小
説
な
ど
、

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い

ろ
な
本
を
読
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

お
お
い
ず
み

あ
か
ね

議
会
報
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果（
主
な
も
の
）

（
平
成
28
年
５
月
２
日
発
行
）を
見
て

No.
47

胎内市ホームページアドレス　http://www.city.tainai.niigata.jp/

おおいずみ あかね

表紙の写真「胎内市を担う子どもたち」　
私たちの将来の夢は…浮須　汰郎さん（小４）　　日本代表のサッカー選手
　　　　　　　　　　　　　健汰さん（小２）　　アルビレックス新潟のサッカー選手
　　　　　　　　　　　　　華子さん（６歳）　　歯医者
　　　　　　　　　　　　　小百合さん（３歳）　看護師 

た ろ う

け ん た

は な こ

さ   ゆ   り

 26日　議会運営委員会
 
 ２日　本会議（初日）
 ８日　総務文教常任委員会
 ９日　厚生環境常任委員会
 12日　産業観光常任委員会
 13日　まちづくり常任委員会
 20・21日　本会議（一般質問）
 26日　決算審査特別委員会
　　　　　　 （一般会計）
 27日　決算審査特別委員会
　　　　　　 （特別会計）
 28日　決算審査特別委員会
　　　　　　 （企業会計）
 
 ３日　本会議（最終日）

8月
9月

10月
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平成 28年第２回定例会の議決結果
　第２回定例会は、６月 10 日から６月 28 日までの 19 日間にわたって開催されました。市長提出議案につきましては、専決処
分の承認が５件、補正予算が６件、条例の一部改正が４件、条例の廃止が１件、諮問１件、その他４件が審議され、下記のとお
り議決されました。
　また、議会から提出された議員提出議案（意見書）１件が審議され、下記のとおり議決されました。

議員名
議案名

薄
田　
　

智

森
本
将
司

八
幡
元
弘

佐
藤
陽
志

渡
辺
秀
敏

坂
上
清
一

小
野
德
重

渡
辺
栄
六

天
木
義
人

佐
藤
武
志

榎
本
丈
雄

森
田
幸
衛

高
橋
政
実

桐
生
清
太
郎

富
樫　
　

誠

渡
辺
宏
行

丸
山
孝
博

議
決
結
果
※
１

賛
成
※
２

反
対
※
２

市
長
提
出
議
案

平成 27 年度補正予算
一般会計補正予算（第７号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認 17 0
水道事業会計補正予算（第４号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認 17 0

平成 28 年度補正予算
一般会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認 17 0
一般会計補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0
国民健康保険事業特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0
介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0
農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0
簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0
水道事業会計補正予算（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0

条例の一部改正
税条例等の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認 17 0
国民健康保険税条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 承認 17 0
議会議員及び胎内市長の選挙における選挙運動の公費
負担に関する条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0

家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定め
る条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準
を定める条例の一部を改正する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0

議会の議決に付すべき事件に関する条例の一部を改正
する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0

条例の廃止
芸術文化交流施設建設基金条例を廃止する条例 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0

諮問
人権擁護委員候補者の推薦について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 適任 17 0

その他
損害賠償の額の決定及び和解について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0
市道路線の認定について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0
市道路線の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0
市道路線の変更について 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0

議
員
提

出
議
案

意見書
適正規模の少人数学級実現、義務教育費国庫負担制度２
分の１復元に係る意見書 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 可決 17 0

※１　「可決」：全員賛成または、賛成多数により可決。専決処分の場合は「承認」、諮問については「適任」
　　　「否決」：賛成少数または賛成なしにより否決されたもの。
※２　議長は地方自治法第 116 条により表決には参加しないため、表決に参加する全議員数は 17 名です。
※３　賛成者は「〇」、反対者は「×」とします。

　胎内市議会 会派構成　平成28年４月１日より、新たな会派構成となりました。
会　　派　　名 会　　長 副 会 長 幹 事 長 会　　計 会　　員

政 和 会 富 樫 　 誠 森 田 幸 衛 天 木 義 人 渡 辺 　 俊 小 野 徳 重 森 本 将 司
緑 風 会 渡 辺 宏 行 薄 田 　 智 八 幡 元 弘 坂 上 清 一
志政会とみどりの未来 高 橋 政 実 佐 藤 陽 志 桐 生 清 太 郎 渡 辺 秀 敏
日 本 共 産 党 丸 山 孝 博
公 明 党 渡 辺 栄 六
農 政 会 榎 本 丈 雄
新 風 の 会 佐 藤 武 志

※ が変更となりました。
233
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

嘉
平
山
は
当
時
、
何
を
目
的
と

し
て
高
額
な
税
金
を
投
じ
て
購
入
さ
れ
た

の
か
、
そ
の
目
的
の
意
図
は
。

　

ま
た
、
合
併
後
、
10
年
が
経
ち
、
合
併

以
前
に
購
入
し
た
嘉
平
山
は
、
い
ま
だ
に

放
置
さ
れ
て
い
る
が
、
放
置
さ
れ
て
い
る

理
由
は
な
に
か
。

　

今
後
、
市
民
に
負
担
の
掛
か
ら
な
い
有

効
利
用
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

当
時
、
林
地
開
発
を
行
っ
て
い

た
事
業
者
が
倒
産
し
た
こ
と
に
よ
り
、
周

辺
住
民
の
生
活
環
境
が
悪
化
す
る
恐
れ
が

あ
る
為
に
、
平
成
14
年
に
嘉
平
山
を
購
入

し
、
県
の
担
当
部
署
の
指
導
を
仰
ぎ
な
が

ら
、
史
跡
公
園
、
宅
地
造
成
等
も
含
め
て

多
角
的
に
検
討
し
、
早
期
に
方
向
付
を
す

る
。

羽
越
大
水
害
につい

て

　
　
　

羽
越
大
水
害
か
ら
来
年
で
50
年
。

胎
内
市
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
式
典
行
事

を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
以
前
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
市

民
に
示
し
て
い
た
が
、
新
し
く
総
合
体
育

館
が
完
成
し
、
避
難
場
所
の
変
更
も
考
え

ら
れ
る
。

　

今
一
度
、
見
直
し
、
市
民
に
知
ら
せ
る

議
員

市
長

議
員

べ
き
で
は
な
い
の
か
。

　
　
　

来
年
８
月
に
国
土
交
通
省
北
陸

地
方
整
備
局
羽
越
河
川
国
道
事
務
所
が
主

幹
で
や
る
。

　

市
と
し
て
は
、
被
害
を
受
け
た
地
区
で

の
防
災
訓
練
や
、
水
害
に
関
す
る
講
演
会

を
計
画
し
て
い
る
し
、
防
災
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
加
除
修
正
し
、
周
知
を
図
る
。

関沢大橋から見た嘉平山

地
域
団
体
か
ら
の

要
望
に
つ
い
て

　
　
　

各
地
域
か
ら
の
要
望
が
ど
の
程

度
上
が
っ
て
お
り
、
地
区
要
望
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
に
対
処
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
各
団
体
な
ど
へ
の
補
助
金
支
出

が
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
す
べ
て
補
助
金

を
廃
止
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　

要
望
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。

　

必
要
性
や
緊
急
性
を
検
討
し
た
上
で
、

重
要
と
認
め
ら
れ
る
案
件
を
優
先
的
に
対

市
長

議
員

市
長

応
し
て
い
る
。

　

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
補
助
金

の
目
的
や
公
益
性
の
確
保
と
い
っ
た
観
点

か
ら
、
必
要
と
さ
れ
る
支
援
は
積
極
的
に

行
っ
て
い
く
。

胎
内
市
の

農
業
に
つ
い
て

　
　
　

２
年
後
、
減
反
廃
止
、
戸
別
所

得
補
償
制
度
が
廃
止
、
代
わ
り
う
る
制
度

の
要
望
と
飼
料
用
米
へ
の
転
換
が
進
ま
な

い
訳
合
い
は
、
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
対

策
が
図
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　

米
価
安
定
を
図
る
措
置
や
経
営
所

得
安
定
対
策
の
充
実
、
強
化
等
、
生
産
現

場
の
不
安
解
消
に
向
け
て
訴
え
か
け
る
。

　

飼
料
用
米
は
需
給
の
バ
ラ
ン
ス
を
考

え
、
Ｊ
Ａ
胎
内
市
と
連
携
し
な
が
ら
転
換

を
進
め
る
。

議
員

市
長
市
長

嘉平山の有効利用に
ついて

榎 本 丈 雄議員

田植えの風景
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

佐 藤 陽 志議員

　
　
　

当
市
の
防
災
計
画
の
見
直
し
は

定
期
的
に
行
っ
て
い
る
か
。
想
定
地
震
の

大
き
さ
、
避
難
所
の
数
、
収
容
人
数
の
想

定
、
物
資
の
備
蓄
、
仮
設
住
宅
用
地
な
ど

の
確
保
は
適
当
か
。

　
　
　

本
年
度
、
県
か
ら
の
新
た
な
津

波
浸
水
想
定
と
新
潟
県
地
域
防
災
計
画
が

示
さ
れ
た
段
階
で
見
直
し
を
行
う
。
想
定

地
震
の
大
き
さ
は
Ｍ
6.8
。
市
の
総
合
避
難

所
の
数
は
、
市
の
管
理
施
設
が
21
カ
所
、

県
の
も
の
が
４
カ
所
で
、
２
万
６
千
772
名

を
収
容
で
き
る
が
、
不
足
し
た
場
合
は
小

中
学
校
の
校
舎
を
使
用
し
、
市
の
人
口
以

上
の
収
容
が
可
能
で
あ
る
。
物
資
の
備
蓄

と
し
て
、
食
料
は
県
が
公
的
備
蓄
の
必
要

量
と
し
て
示
す
量
（
７
千
500
食
）
を
上
回

る
９
千
食
を
確
保
。
毛
布
670
枚
の
ほ
か
、

テ
ン
ト
、
担
架
、
仮
設
ト
イ
レ
、
浄
水
装

置
を
備
蓄
し
て
い
る
。
仮
設
住
宅
用
地
の

確
保
は
、
旧
小
学
校
の
グ
ラ
ン
ド
や
未
利

用
の
工
業
団
地
等
を
考
え
て
い
る
。

議
員

市
長

定
員
適
正
化
計
画
と

民
間
委
託
に
つ
い
て

　
　
　

現
在
の
非
正
規
職
員
の
割
合
は

ど
の
程
度
か
。
今
後
ど
の
よ
う
に
推
移
す

る
か
。
ま
た
、
指
定
管
理
者
の
管
理
運
営

に
対
す
る
評
価
は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い

る
か
。
例
え
ば
、
施
設
管
理
は
適
正
か
、

利
用
者
満
足
度
は
調
査
し
て
い
る
か
、
運

営
実
績
は
ど
う
か
、
事
業
者
の
提
案
す
る

内
容
は
達
成
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
総
合
的

に
行
っ
て
い
る
か
。

　
　
　

職
員
全
体
に
占
め
る
臨
時
、
パ
ー

ト
職
員
の
割
合
は
約

38.5
％
。
こ
れ
か
ら
も

同
様
の
水
準
で
推
移
す
る
と
考
え
る
。
委

託
の
事
務
事
業
評
価
と
し
て
住
民
満
足
度

等
の
要
素
も
盛
り
込
み
な
が
ら
検
証
し
、さ

ら
に
公
共
施
設
総
合
管
理
計
画
に
お
け
る

検
証
に
つ
い
て
も
実
施
し
て
い
く
。

　
　
　

再
任
用
の
際
の
昇
給
制
度
は
。

　
　
　
　
　

保
育
士
等
で
は
あ
る
。

議
員

市
長

議
員

総
務
課
長

　
　
　

委
託
し
て
い
る
施
設
に
お
い
て
、

住
民
に
対
し
て
、
意
見
や
要
望
を
聞
く
シ

ス
テ
ム
は
あ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　

採
算
性
、
効
率
性
と

い
う
長
所
と
合
わ
せ
、
市
民
に
満
足
し
て

も
ら
え
る
よ
う
な
制
度
運
用
を
、
こ
れ
か

ら
も
徹
底
し
て
行
う
。

市
が
管
理
す
る
賃
貸
物
件
で

ペ
ッ
ト
を
飼
う
こ
と
に
関
し
て

　
　
　

市
が
管
理
す
る
賃
貸
物
件
に
お

い
て
、
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て
も
よ
い
と
こ
ろ

は
あ
る
か
。

　
　
　

条
例
で
ほ
か
の
入
居
者
に
迷
惑
を

及
ぼ
す
行
為
を
禁
止
し
て
い
る
。に
お
い

や
鳴
き
声
な
ど
、不
快
に
感
じ
る
方
も
い

る
と
思
わ
れ
、現
在
は
お
断
り
し
て
い
る
。

　
　
　

戸
建
の
方
は
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　

ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
方

も
お
り
、お
断
り
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

議
員

総
合
政
策
課
長

議
員

市
長

議
員

地
域
整
備
課
長

防災対策について

ぷれすぽ胎内の備蓄食料
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

坂 上 清 一議員

国道 290号線の 
道路整備、歩道整備
の促進について

　
　
　

鼓
岡
・
鍬
江
バ
イ
パ
ス
完
了
か

ら
胎
内
市
内
（
大
長
谷
）
地
域
に
あ
っ
て

は
施
工
中
の
箇
所
は
無
く
、
こ
の
先
、
未

施
工
区
間
で
あ
る
大
長
谷
、
持
倉
、
須
巻
、

坪
穴
地
内
の
施
工
は
い
つ
行
わ
れ
る
の

か
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
見
通
し
に
な
っ

て
い
る
の
か
を
伺
う
と
共
に
、
早
期
の
着

工
整
備
を
関
係
機
関
に
強
力
に
働
き
か
け

を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
　

現
在
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
に

お
い
て
事
業
に
着
手
し
て
い
る
箇
所
は
大

長
谷
の
道
路
拡
張
及
び
、
坪
穴
か
ら
須
巻

ま
で
の
道
路
拡
張
で
あ
る
。
大
長
谷
に
つ

い
て
は
延
長
150
ｍ
で
、
今
年
度
は
用
地
買

収
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。
坪
穴
か
ら
須
巻

ま
で
の
区
間
は
、
坪
穴
寄
り
の
延
長
850
ｍ

で
、
今
年
度
は
地
元
説
明
と
用
地
測
量
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
施
工
の
見
通
し
は
、

い
ず
れ
も
用
地
買
収
後
の
着
手
と
な
る
。

市
と
し
て
は
、
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
に

対
し
、
毎
年
整
備
要
望
を
行
っ
て
お
り
、

引
き
続
き
県
へ
強
く
要
望
し
て
い
く
。

議
員

市
長

市
道
鼓
岡
下
赤
谷
へ
つ
り
線

の
維
持
管
理
と
水
道
管
の

保
護
に
つ
い
て

　
　
　

黒
川
地
区
全
域
に
わ
た
る
水
道

管
が
布
設
さ
れ
て
い
る
現
状
か
ら
、
土
砂

崩
れ
や
雪
崩
に
よ
る
災
害
が
水
道
管
の
破

損
に
つ
な
が
っ
た
場
合
、
大
変
な
事
態
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
災
害
の
発
生

し
や
す
い
箇
所
の
災
害
防
止
施
設
の
整
備

を
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う

が
。

　
　
　

年
数
回
の
点
検
の
ほ
か
、
台
風
や

大
雨
の
後
に
は
当
該
箇
所
を
巡
回
す
る
な

ど
、
水
道
管
の
保
護
に
努
め
て
い
る
。
雪

の
影
響
に
よ
り
発
生
し
た
倒
木
の
処
理
や

沿
線
の
除
草
作
業
を
雪
解
け
後
の
４
月
に

行
う
な
ど
、
市
道
の
維
持
管
理
に
も
努
め

て
い
る
。

　
　
　

水
道
管
が
災
害
で
破
損
し
た
場

合
、
黒
川
、
中
条
間
で
バ
ル
ブ
１
つ
の
あ

け
閉
め
で
水
道
水
の
や
り
取
り
は
で
き
る

の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

簡
易
水
道
と
上
水
道

は
平
木
田
駅
前
か
ら
近
江
新
へ
向
か
う
路

線
の
バ
ル
ブ
で
と
め
ら
れ
て
い
る
。
あ
け

る
と
上
水
道
の
水
を
簡
易
水
道
へ
送
る
こ

と
が
で
き
る
。

議
員

市
長

議
員

上
下
水
道
課
長

蔵
王
山
の
森
林
の

有
効
活
用
に
つ
い
て

　
　
　

青
少
年
が
自
然
に
親
し
む
森
と

し
て
遊
歩
道
を
設
置
す
る
整
備
の
構
想

は
。
蔵
王
山
全
体
を
活
用
し
、
市
民
の
健

康
保
持
、
観
光
登
山
来
訪
者
の
増
加
に
よ

る
市
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
構
想
を
検
討

し
て
は
。

　
　
　

今
後
の
蔵
王
権
現
な
ど
の
史
跡
め

ぐ
り
や
自
然
散
策
が
楽
し
め
る
よ
う
遊
歩

道
等
整
備
し
、
市
民
の
健
康
増
進
や
観
光

登
山
の
活
性
化
に
つ
な
げ
た
い
。

蔵王権現（国指定史跡）

議
員

市
長

国道 290 号線坪穴付近
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

現
在
、第
２
次
総
合
計
画
の
策
定

中
で
あ
る
が
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
ど
の

よ
う
に
実
効
性
を
確
保
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　

実
施
す
る
事
業
の
有
効
性
や
費
用

対
効
果
な
ど
を
念
頭
に
お
き
、重
要
度
や

優
先
度
を
仕
分
け
し
て
展
開
し
て
い
く
。

　
　
　

実
施
途
中
で
情
勢
が
変
わ
り
計

画
の
見
直
し
を
行
う
場
合
も
市
民
の
声
を

反
映
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
か
。

　
　
　

市
民
に
よ
る
外
部
評
価
や
市
民
満

足
度
調
査
を
実
施
し
、
適
宜
必
要
な
見
直

し
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
　

公
益
性
の
あ
る
地
域
の
要
望
に

関
し
、
個
人
で
直
接
行
う
こ
と
が
で
き
な

い
か
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用

し
て
の
要
望
は
可
能
か
。

　
　
　

現
在
は
地
域
と
行
政
の
つ
な
ぎ
役

で
あ
る
区
長
を
通
じ
て
要
望
を
出
し
て
も

ら
っ
て
い
る
。
ま
た
、市
で
は
「
市
長
へ
の

手
紙
」
と
い
う
も
の
を
開
設
し
て
お
り
封

書
に
よ
る
も
の
だ
け
で
な
く
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
メ
ー
ル
で
も
意
見
や

提
案
を
寄
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
建
設
的

な
も
の
に
つ
い
て
は
傾
聴
し
て
い
く
。

ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

つ
い
て

　
　
　

新
総
合
体
育
館
「
ぷ
れ
す
ぽ
胎

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

内
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
利
用
者
数
も
上
々

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
と
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ン
に
関

し
、
多
く
の
利
用
者
が
回
数
券
や
定
期
券

を
望
ん
で
い
る
が
、
取
り
入
れ
る
考
え
は

な
い
か
。

　
　
　
　

今
後
の
利
用
状
況
や
利
用
者

ニ
ー
ズ
を
勘
案
し
、
近
隣
の
施
設
等
も
参

考
に
し
な
が
ら
、
利
用
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
と
し
て
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た

い
。

　
　
　

今
年
度
か
ら
体
育
協
会
・
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
・
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の

い
ず
れ
に
も
加
入
し
て
い
な
い
ス
ポ
ー
ツ

団
体
の
体
育
施
設
利
用
料
金
が
８
割
減
免

か
ら
３
割
減
免
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
か
。

元
ど
お
り
に
で
き
な
い
か
。

　
　
　
　

受
益
者
負
担
の
原
則
と
利
用

者
間
の
公
平
性
の
観
点
か
ら
再
検
討
し
、

当
該
規
則
の
改
正
を
行
っ
た
の
で
、
理
解

い
た
だ
き
た
い
。

教
育
長

議
員

教
育
長

塩の湯温泉の海抜表示

災
害
時
の
高
齢
者

避
難
誘
導
に
つ
い
て

　
　
　

津
波
な
ど
の
一
刻
を
争
う
よ
う

な
災
害
時
、
要
介
護
状
態
に
あ
る
高
齢
者

の
避
難
誘
導
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

　
　
　

在
宅
の
場
合
は
胎
内
市
災
害
時
要

援
護
者
避
難
支
援
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
要
介

護
３
以
上
の
方
の
情
報
を
行
政
、
地
域
、

自
主
防
災
組
織
、
警
察
署
、
消
防
署
等
で

共
有
す
る
と
と
も
に
名
簿
を
区
長
に
渡
し

て
避
難
支
援
の
体
制
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
る
。
施
設
に
入
所
中
の
場
合
は
基
本
的

に
は
各
施
設
で
対
応
し
て
い
た
だ
く
こ
と

に
な
る
が
、
必
要
に
応
じ
て
迅
速
な
避
難

誘
導
が
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
支
援
し
て

い
く
。
い
ず
れ
に
し
て
も
で
き
る
だ
け
迅

速
に
情
報
伝
達
を
行
う
よ
う
に
す
る
。

議
員

市
長

渡 辺 秀 敏議員

施策の実効性について

ぷれすぽ胎内のトレーニングルーム
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

八 幡 元 弘議員

道路と橋梁の
点検、維持管理、
メンテナンスについて

　
　
　

道
路
と
橋
梁
の
点
検
、
維
持
管

理
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
頻
度
と
方
法
は
。

　
　
　

道
路
の
補
修
に
関
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
補
修
頻
度
に
応
じ
て
不
定
期
に
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
ま
た
、
市
民
か
ら

の
通
報
を
受
け
、
随
時
対
応
し
て
い
る
。

路
肩
の
除
草
作
業
は
、
年
に
2
回
実
施
し

て
い
る
。
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
平
成
26
年

７
月
の
道
路
法
の
改
正
に
伴
い
、
市
道
に

架
か
る
308
橋
は
、
５
年
に
１
回
の
頻
度
で

近
接
目
視
に
よ
る
点
検
が
義
務
化
さ
れ
、

平
成
27
年
度
か
ら
平
成
30
年
度
の
４
年
間

で
全
橋
梁
の
点
検
を
実
施
し
て
い
る
。

　
　
　

橋
梁
の
耐
震
や
老
朽
化
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い
る
の

か
。

　
　
　

橋
梁
の
点
検
結
果
を
も
と
に
補
修

計
画
を
策
定
す
る
。
昨
年
度
の
点
検
に
よ

り
、
劣
化
進
行
が
危
惧
さ
れ
る
橋
梁
も
あ

る
の
で
、
注
視
し
な
が
ら
対
策
を
講
じ
て

い
き
た
い
。

　
　
　

胎
内
川
に
架
か
る
橋
梁
は
、
建

設
か
ら
か
な
り
の
年
数
が
経
過
し
て
い
る

が
今
後
の
対
応
は
。

　
　
　
　
　
　
　

歩
道
の
な
い
橋
梁
や

古
い
橋
梁
に
つ
い
て
の
更
新
は
毎
年
、
県

に
要
望
し
て
い
る
。

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

地
域
整
備
課
長

防
災
と
災
害
対
応
に

つ
い
て

　
　
　

合
併
後
、
市
役
所
で
の
消
防
訓

練
を
実
施
し
て
い
な
か
っ
た
理
由
と
、
そ

の
後
の
対
応
は
。

　
　
　

消
防
法
に
基
づ
き
、
年
１
回
以
上

の
消
防
訓
練
を
定
め
て
い
た
が
、
認
識
不

足
と
来
庁
者
へ
の
配
慮
や
日
常
業
務
を
優

先
し
た
た
め
、
実
施
で
き
て
い
な
か
っ
た
。

今
年
度
は
、
本
庁
舎
及
び
黒
川
支
所
で
実

施
し
た
。
今
後
も
、
適
切
に
実
施
し
て
い

き
た
い
。

議
員

市
長

　
　
　

地
域
、
地
区
ご
と
に
懸
念
さ
れ

る
災
害
の
種
類
や
時
間
帯
で
も
対
応
が
異

な
る
が
、
ど
の
よ
う
な
想
定
、
対
応
を
考

え
て
い
る
の
か
。

　
　
　

海
岸
部
で
は
地
震
や
津
波
、
山
間

部
で
は
土
砂
災
害
、
平
地
部
で
は
風
水
害

を
想
定
し
、
地
域
の
特
性
に
合
わ
せ
て
訓

練
を
計
画
し
て
い
る
。
時
間
帯
で
も
対
応

の
仕
方
は
変
わ
っ
て
く
る
と
考
え
て
お

り
、
各
種
災
害
や
発
生
時
間
帯
を
幾
重
に

も
想
定
し
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
を
と

る
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　

各
集
落
の
集
会
所
の
耐
震
診
断

は
行
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　

集
会
所
は
、
一
時
避
難
所
と

な
っ
て
お
り
、住
民
の
安
否
確
認
や
一
時

的
に
留
ま
る
施
設
と
位
置
付
け
て
い

る
。避
難
が
長
期
化
す
る
場
合
は
、耐
震

化
さ
れ
た
指
定
の
総
合
避
難
所
に
避
難

す
る
こ
と
に
な
る
。集
会
所
の
管
理
は
各

集
落
で
行
っ
て
い
る
た
め
、耐
震
診
断
を

行
っ
て
い
る
か
は
把
握
し
て
い
な
い
。

議
員

市
長

議
員

市
長

主な胎内川橋梁と建設年（上流からの順）
橋梁名 建設年 橋長

1 菅平橋 昭和４５年（１９７０） 94.6 ｍ
2 新宮寺橋 昭和４５年（１９７０） 105.7 ｍ
3 胎内平橋 昭和６３年（１９８８） 127.2 ｍ
4 夏井大橋 平成１１年（１９９９） 92.0 ｍ
5 鼓岡大橋 昭和６１年（１９８６） 278.0 ｍ
6 胎内川橋 昭和３４年（１９５９） 160.7 ｍ
7 黒中橋 昭和５４年（１９７９） 70.2 ｍ
8 樽ヶ橋 昭和４４年（１９６９） 87.6 ｍ
9 黒川大橋 昭和４９年（１９７４） 157.6 ｍ

10 黒川橋 昭和３２年（１９５７） 200.5 ｍ
11 鳥坂大橋 平成３年（１９９１） 215.2 ｍ
12 高野橋 昭和３７年（１９６２） 184.8 ｍ
13 新胎内橋 昭和４１年（１９６６） 144.3 ｍ
14 胎内大橋 昭和５３年（１９７８） 202.5 ｍ

防災ガイドブック
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

就
学
援
助
制
度
の
周
知
徹
底
や

援
助
内
容
の
拡
充
な
ど
、
た
び
た
び
議
会

質
問
し
て
き
た
が
、
制
度
の
充
実
の
た
め

所
得
基
準
を
引
き
上
げ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　

近
隣
市
町
村
の
動
向
も
参
考

に
し
な
が
ら
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　

保
護
者
に
対
す
る
制
度
の
徹
底

方
法
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

昨
年
度
ま
で
は
、
希
望
す
る
保

護
者
か
ら
申
請
し
て
も
ら
っ
た
が
、
今
年

度
か
ら
は
全
保
護
者
に
配
布
し
た
が
そ
の

結
果
、
若
干
増
え
た
。

　
　
　

当
市
の
所
得
基
準
は
、
生
活
保

護
基
準
の
1.3
倍
だ
が
、
1.5
倍
に
し
た
場
合

ど
の
程
度
増
え
る
の
か
。
今
後
見
直
し
す

べ
き
で
は
。

　
　
　
　
　
　
　

８
世
帯
、
11
人
増
え

る
。

　
　
　
　

人
口
増
に
つ
な
が
れ
ば
と
い

う
こ
と
も
あ
る
の
で
検
討
し
て
い
き
た

い
。

保
育
施
設
の

適
正
配
置
と
は

　
　
　

市
長
は
新
年
度
施
政
方
針
の
子

育
て
支
援
の
中
で
、
特
に
ゼ
ロ
歳
児
保
育

を
希
望
す
る
世
帯
が
増
え
て
お
り
、
保
育

議
員

教
育
長

議
員

教
育
長

議
員

学
校
教
育
課
長

教
育
長

議
員

士
等
の
確
保
に
努
め
、
今
後
の
保
育
園
、

認
定
こ
ど
も
園
の
配
置
等
に
つ
い
て
検
討

す
る
と
述
べ
て
い
る
が
、
具
体
的
内
容

は
。

　
　
　

６
月
６
日
に
、
10
人
で
構
成
す
る

１
回
目
の
市
立
保
育
施
設
等
適
正
配
置
問

題
審
議
会
を
開
催
し
た
。
近
年
３
歳
未
満

児
の
保
育
を
希
望
す
る
世
帯
が
増
え
、
特

に
年
度
途
中
の
入
園
希
望
に
つ
い
て
は

待
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
状
況
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
受
け
入
れ
体
制
の
整
備
を

図
る
た
め
、
審
議
を
お
願
い
し
８
月
末
ま

で
に
５
回
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　

希
望
す
る
保
護
者
が
安
心
し
て

子
ど
も
を
預
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
だ

が
ど
う
か
。

　
　
　
　

来
年
度
か
ら
は
年
度
途
中
か

ら
で
も
受
け
入
れ
、
真
の
待
機
児
童
ゼ
ロ

に
し
て
い
き
た
い
。

観
光
Ｐ
Ｒ
に

メ
デ
ィ
ア
の
活
用
を

　
　
　

観
光
客
は
メ
デ
ィ
ア
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
の
取
り
上
げ
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な

る
。
大
い
に
活
用
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

テ
レ
ビ
放
映
は
事
前
・
事
後
に
ネ
ッ
ト
な

ど
で
知
ら
せ
る
べ
き
で
な
い
か
。

市
長

議
員

副
市
長

議
員

　
　
　
　
　
　
　

そ
の
と
お
り
に
進
め

る
よ
う
努
力
し
た
い
。

観光交流センター

医
療
介
護
新
総
合

事
業
に
つ
い
て

　
　
　

来
年
度
か
ら
は
じ
ま
る
医
療
介

護
新
総
合
事
業
の
準
備
状
況
は
。
指
定
事

業
者
に
よ
っ
て
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス

は
、
現
行
基
準
を
緩
和
さ
せ
な
い
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
が
。

　
　
　

４
月
に
１
回
目
の
協
議
会
を
開
催

し
、
意
見
交
換
会
を
行
な
っ
た
。
専
門
的

ケ
ア
を
必
要
と
し
な
い
方
に
は
緩
和
し
た

基
準
に
し
た
い
。

商
工
観
光
課
長

議
員

市
長

丸 山 孝 博議員

就学援助制度の
所得基準の引き上げを
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

発
展
途
上
国
な
ど
で
食
料
不
足
、

飢
餓
が
深
刻
な
問
題
と
な
る
一
方
、
国
内

で
は
、
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
食
料
が
廃
棄
さ

れ
て
し
ま
う
「
食
品
ロ
ス
」
の
解
消
が
大

き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
本
市
と
し
て

「
食
品
ロ
ス
削
減
国
民
運
動
」
を
ど
の
よ

う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

　
　
　

食
品
ロ
ス
の
現
状
や
、
そ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

に
よ
り
周
知
し
て
い
る
ほ
か
、
食
べ
物
へ

の
感
謝
の
心
を
育
む
食
育
の
取
り
組
み
を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

家
庭
や
企
業
で
余
っ
て
い
た
り
、

規
格
外
の
た
め
に
流
通
し
な
か
っ
た
り
す

る
食
品
を
集
め
て
、
生
活
困
窮
者
や
福
祉

施
設
に
届
け
る
「
フ
ー
ド
バ
ン
ク
」
の
推

進
に
つ
い
て
の
考
え
は
な
い
か
。

日本の食品ロス量と世界の食料援助量

議
員

市
長

議
員

　
　
　

市
及
び
胎
内
市
社
会
福
祉
協
議

会
で
は
、
新
潟
市
内
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
の

団
体
と
提
携
し
て
お
り
、
提
供
も
行
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
今
後
の
動
向
を
見
き
わ

め
な
が
ら
関
係
機
関
と
連
携
し
て
対
応
し

て
い
き
た
い
。

市営黒川住宅を取り壊しした更地

市
営
住
宅
につ

い
て

　
　
　

老
朽
化
し
て
い
る
市
営
住
宅
の

補
修
工
事
や
、
取
り
壊
し
の
年
次
計
画
は

あ
る
か
。

　
　
　

待
機
者
の
方
々
に
は
ス
ム
ー
ズ
に

入
居
で
き
る
よ
う
に
、
補
修
工
事
を
し
て

い
く
。
ま
た
、
建
設
か
ら
30
年
を
超
え
て

い
る
も
の
で
長
期
の
活
用
が
見
込
ま
れ
な

い
場
合
は
廃
止
を
基
本
と
し
、
公
営
住
宅

の
耐
用
年
数
や
入
居
状
況
を
勘
案
し
て
判

断
す
る
。

市
長

議
員

市
長

　
　
　

市
営
黒
川
住
宅
を
取
り
壊
し
し

た
更
地
を
宅
地
に
し
て
、
分
譲
し
て
も
ら

い
た
い
と
の
地
域
住
民
の
要
望
が
あ
る
が

計
画
は
な
い
か
。

　
　
　

一
部
を
駐
車
場
と
除
雪
時
の
雪
捨

て
場
と
す
る
要
望
が
あ
る
が
、
さ
ら
に
地

元
集
落
の
意
向
を
取
り
ま
と
め
た
上
で
考

え
て
い
き
た
い
。

医
療
費
削
減
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

　
　
　

多
く
の
病
院
や
診
療
科
か
ら
バ

ラ
バ
ラ
に
処
方
さ
れ
て
薬
の
種
類
や
量
が

多
く
な
り
、
飲
み
残
し
が
増
え
る
こ
と
に

な
る
。
高
齢
者
の
残
薬
解
消
へ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

薬
剤
師
が
か
か
り
つ
け
医
と
連
携

し
、
患
者
の
服
薬
状
況
を
把
握
す
る
こ
と

で
医
療
の
質
が
高
ま
り
、
医
療
費
の
削
減

に
繋
が
っ
て
い
く
も
の
と
考
え
、
市
と
し

て
も
そ
の
周
知
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

本
市
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
の

普
及
と
使
用
割
合
の
目
標
は
。

　
　
　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
薬
品
の
使
用
割
合

は
現
在
、
市
の
数
量
ベ
ー
ス
で
54
％
で
あ

り
、
さ
ら
な
る
普
及
に
努
め
て
い
く
。

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

市
長

渡 辺 栄 六議員

食品ロス削減について
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

今
年
度
よ
り
市
内
で
高
齢
化
率

の
特
に
高
い
鍬
江
・
坂
井
地
区
に
首
都
圏

よ
り
２
名
の
方
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と

し
て
来
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
山
間
部

だ
け
で
な
く
北
本
町
な
ど
町
場
に
於
い
て

も
深
刻
な
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る
。
他
の

自
治
体
で
は
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
商
店

街
に
出
店
活
動
を
し
て
活
性
化
に
繋
が
っ

て
い
る
例
を
い
く
つ
も
耳
に
す
る
。
現
状

胎
内
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
２
名
と

い
う
数
は
今
後
増
員
の
余
地
が
あ
る
と
思

う
。
今
後
は
商
店
街
な
ど
の
町
中
に
来
て

頂
く
こ
と
で
活
性
化
に
繋
が
る
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

　
　
　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
所
管
す
る

総
務
省
で
は
平
成
27
年
度
で
２
千
600
人
で

あ
っ
た
隊
員
を
今
後
５
年
の
間
に
４
千
人

と
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。
当
市

に
お
い
て
も
今
回
の
一
期
生
の
成
果
や
反

応
を
見
て
今
後
の
受
け
入
れ
を
検
討
し
た

い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
の
前
段
と
し
て
協

力
隊
と
一
丸
と
な
っ
て
地
域
お
こ
し
を
行

う
と
い
う
地
域
の
総
意
が
必
要
と
な
る

為
、
共
通
の
認
識
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
今
後
は
他
の
自
治
体
の
活
動
も
参
考

に
し
つ
つ
町
中
へ
の
受
け
入
れ
も
検
討
し

て
い
く
。

議
員

市
長

道の駅で山菜を販売する地域おこし協力隊

　
　
　

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
出
店
に
よ
り
全
国
的
に
地
域
商
店

街
の
衰
退
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
。
し
か

し
な
が
ら
新
潟
市
の
沼
垂
商
店
街
は
若
者

達
が
集
ま
っ
て
シ
ャ
ッ
タ
ー
通
り
を
改
装

し
て
空
き
店
舗
ゼ
ロ
に
商
店
街
を
復
活
さ

せ
た
例
が
あ
る
。
地
域
の
再
生
に
は
若
者

の
力
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
が
、
若
者
が

出
店
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
と
し
て
家
賃

を
一
定
期
間
補
償
す
る
よ
う
な
チ
ャ
レ
ン

ジ
シ
ョ
ッ
プ
制
度
を
導
入
し
て
み
て
は
ど

う
か
。

　
　
　

他
市
町
村
で
も
新
規
創
業
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
は
知
っ
て
お
り
、

手
法
に
つ
い
て
も
様
々
あ
る
よ
う
で
あ

る
。
た
だ
空
き
店
舗
の
利
用
に
つ
い
て
は

議
員

市
長

所
有
者
の
合
意
は
基
よ
り
商
店
街
全
体
の

合
意
も
必
要
と
な
る
為
、
環
境
の
整
備
も

不
可
欠
で
あ
る
。
今
後
は
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
が
実
効
を
上
げ
て
い
る
の
か
先
行

事
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、
総
合
的
に
勘
案

し
た
上
で
推
進
し
て
い
く
。

沼垂テラス商店街

【
そ
の
他
の
質
問
】

 　
　

 

胎
内
市
に
お
け
る
自
殺
防
止
の
取

り
組
み
に
つ
い
て

森 本 将 司議員

胎内市
まちなか活性について
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　

胎
内
市
の
耕
作
放
棄
地
の
現
状

と
対
策
に
つ
い
て
は
。

　
　
　

平
成
27
年
度
で
約
79
ヘ
ク
タ
ー
ル

（
黒
川
地
区
55
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
乙
地
区
11

ヘ
ク
タ
ー
ル
、
築
地
地
区
14
ヘ
ク
タ
ー
ル
、

中
条
地
区
0.2
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
で
あ
り
、
対

策
と
し
て
中
山
間
地
で
は
山
菜
、
砂
丘
地

で
は
甘
草
・
紅
は
る
か
の
栽
培
を
推
奨
し

て
い
る
。

　
　
　

国
・
県
の
交
付
金
等
を
活
用
し

な
が
ら
、
耕
作
放
棄
地
対
策
を
専
門
に
行

う
組
織
や
会
社
を
育
成
す
る
考
え
は
。

　
　
　

そ
の
前
段
と
し
て
耕
作
放
棄
地
農

家
の
方
々
の
理
解
を
求
め
る
こ
と
が
最
初

な
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
　
　

堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
堆
肥

の
材
料
と
し
て
黒
川
地
区
だ
け
が
生
ゴ
ミ

を
供
給
し
て
い
る
が
、
同
じ
市
内
で
ゴ
ミ

の
出
し
方
に
差
が
あ
る
の
は
い
か
が
な
も

の
か
。
Ｊ
Ａ
カ
ン
ト
リ
ー
か
ら
排
出
さ
れ

る
残ざ

ん
さ渣

は
堆
肥
材
料
に
適
し
て
い
る
の
で

段
階
的
に
切
替
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

　
　
　
　

黒
川
地
区
の
生
ゴ
ミ
は
年
々

減
っ
て
い
る
現
状
で
あ
る
。
カ
ン
ト
リ
ー

の
残
渣
は
大
量
な
の
で
、
そ
の
処
理
に
つ

い
て
は
Ｊ
Ａ
と
話
し
合
い
な
が
ら
一
番
良

い
方
法
を
見
出
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。

議
員

市
長

議
員

市
長

議
員

副
市
長

観
光
振
興
につ

い
て

　
　
　

今
年
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
最
終
日
と
し
た
５
月
３
日

は
、
テ
レ
ビ
の
影
響
等
で
中
条
Ｉ
Ｃ
か
ら

車
が
大
渋
滞
す
る
ほ
ど
大
盛
況
だ
っ
た
の

に
、
午
後
３
時
に
終
了
し
て
、
来
場
者
が

大
勢
い
る
の
に
花
刈
り
を
始
め
た
判
断
は

正
し
か
っ
た
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　

球
根
に
支
障
が
出
る

の
で
早
く
刈
り
た
い
と
い
う
生
産
者
と
の

話
し
合
い
の
中
で
、
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
終
了

後
刈
取
り
を
始
め
る
判
断
を
し
た
。

　
　
　

新
潟
市
や
佐
渡
市
で
実
施
さ
れ

て
い
る
よ
う
な
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
自
転

車
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　

全
長
66
㎞
の
グ
ル
ッ
と
胎
内

チ
ャ
レ
ン
ジ
サ
イ
ク
リ
ン
グ
を
開
催
し
40

議
員

農
林
水
産
課
長

議
員

教
育
長

人
弱
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
こ
れ
を
続
け

て
い
く
中
で
、
将
来
参
加
者
が
増
え
、
民

間
活
力
が
加
わ
り
、
さ
ら
に
ス
ケ
ー
ル
の

大
き
い
自
転
車
イ
ベ
ン
ト
に
発
展
し
て
い

く
よ
う
に
事
業
推
進
を
図
り
た
い
。

学
校
給
食
につ

い
て

　
　
　

食
材
の
地
元
業
者
か
ら
の
使
用

割
合
（
金
額
ベ
ー
ス
）
は
。
ま
た
、
目
標

数
値
等
の
考
え
は
。

　
　
　
　

平
成
27
年
度
は
４
千
479
万
円

で
、
食
材
の
総
支
払
額
の
約
34
％
で
あ
る
。

目
標
数
値
に
つ
い
て
は
特
に
定
め
て
い
な

い
が
、
限
ら
れ
た
給
食
費
の
中
で
地
元
産

食
材
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
地
産
地
消

に
努
め
て
い
き
た
い
。

議
員

教
育
長

森 田 幸 衛議員

農業振興について

チューリップフェスティバル2016

地元産食材を取り入れた学校給食
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質
問
・
答
弁
の
内
容
、
文
体
は
本
人
の
草
稿
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
　
　
「
中
条
ま
つ
り
」
の
花
火
打
ち
上

げ
再
開
に
つ
い
て
、
何
度
も
お
願
い
し
て

か
ら
、
す
で
に
９
年
が
経
つ
。

　

昨
年
の
９
月
議
会
に
お
い
て
、
実
行
委

員
会
、
関
係
機
関
に
要
望
を
伝
え
、
協
議

を
行
い
可
能
か
ど
う
か
検
討
す
る
と
し
て

い
た
が
、
協
議
の
結
論
を
伺
う
。

　
　
　

平
成
19
年
の
、「
中
条
ま
つ
り
」

花
火
打
ち
上
げ
を
最
後
に
中
止
し
て
か
ら

復
活
に
つ
い
て
要
望
が
あ
り
、
関
係
機
関

と
可
能
か
ど
う
か
協
議
を
行
い
、
候
補
地

の
選
定
を
行
っ
て
き
た
。

　

今
年
の「
中
条
ま
つ
り
」か
ら
関
沢
地
内

の
通
称「
嘉
平
山
」を
、打
ち
上
げ
場
所
と

し
て
実
施
す
る
こ
と
に
正
式
に
決
定
し
た
。打ち上げ花火

防
災
・
防
災
備
蓄

な
ど
に
つ
い
て

　
　
　

胎
内
市
に
は
地
震
、
洪
水
な
ど

の
様
々
な
災
害
に
対
し
て
公
的
備
蓄
た
る

準
備
を
行
っ
て
い
る
と
思
う
が
、
在
庫
の

議
員

市
長

議
員

種
類
、
各
品
目
の
種
類
を
ど
の
く
ら
い
準

備
し
て
い
る
の
か
ま
た
、
食
料
品
な
ど
何

日
分
を
確
保
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　

ま
た
、
市
内
の
商
店
な
ど
に
、
流
通
備

蓄
の
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
件
数
は
。

　
　
　

人
口
の
30
％
の
２
食
分
に
相
当
す

る
２
万
食
を
、そ
の
他
の
物
資
と
し
て
毛

布
１
千
500
枚
を
目
標
に
備
蓄
を
進
め
て
お

り
、本
年
4
月
1
日
現
在
で
は
、乾
燥
米
約

９
千
食
、
真
空
パ
ッ
ク
の
副
食
約
４
千
900

食
、
水
は
３
千
Ｌ
、毛
布
670
枚
の
ほ
か
、テ

ン
ト
・
担
架
・
仮
設
ト
イ
レ
・
浄
水
装
置

を
備
蓄
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
各
種
団
体
、
６
社
の
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
災
害
応
援
協
定
を
締
結

し
て
い
る
。

　
　
　

胎
内
市
の
由
来
と
も
な
っ
て
い

る
「
胎
内
川
」
の
河
川
敷
の
場
所
に
は
、

雑
木
な
ど
が
密
集
し
て
い
る
。

　

今
後
、整
備
す
る
予
定
が
あ
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

河
川
区
域
内
は
、
河
川
管
理
者
で

あ
る
県
が
主
体
と
な
っ
て
整
備
を
、
行
っ

て
い
る
。

　

平
成
13
年
12
月
に
計
画
対
象
期
間
を
、

お
お
む
ね
30
年
と
す
る
胎
内
川
水
系
河
川

整
備
計
画
を
策
定
し
、
過
去
、
最
大
の
洪

水
で
あ
っ
た
「
羽
越
水
害
」
と
同
規
模
の

洪
水
が
発
生
し
て
も
、
氾
濫
に
よ
る
被
害

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
標
に
築
堤
、
護

市
長

議
員

市
長

岸
、
河
床
掘
削
及
び
、
河
川
環
境
整
備
を

順
次
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
危
険
度
合
い
を
勘
案
し
、
必
要

に
応
じ
て
計
画
を
見
直
す
よ
う
、
毎
年
、

県
・
新
発
田
地
域
振
興
局
と
の
行
政
懇
談

会
に
要
望
し
て
い
る
。

胎内川河川敷

乳
が
ん
な
ど
の

が
ん
検
診
に
つ
い
て

　
　
　

乳
が
ん
は
、30
代
で
の
発
症
率
も

高
く
、よ
り
多
く
の
女
性
が
検
診
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
で
命
を
救
え
る
こ
と
に
繋
が
る
。

　

ま
た
、
他
の
幾
種
の
が
ん
に
対
し
て
の

市
の
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

受
診
促
進
策
と
し
て
、
一
定
の
対

象
年
齢
の
方
に
、
無
料
で
検
診
を
受
け
ら

れ
る
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布
し
て
い
る
。

　

乳
が
ん
検
診
１
千
356
名
、
肺
が
ん
検
診

３
千
937
名
が
受
け
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

　
　

・
子
ど
も
食
堂
支
援
に
つ
い
て

議
員

市
長

佐 藤 武 志議員

中条大祭の花火
打ち上げ再開について
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公
職
選
挙
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
衆
議
院
議
員
及
び
参
議
院
議
員
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
に
関
し
、
選
挙
運

動
用
自
動
車
の
使
用
、
選
挙
運
動
用
ビ
ラ

や
ポ
ス
タ
ー
の
作
成
の
公
費
に
要
す
る
経

費
に
係
る
限
度
額
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
た

め
、
こ
れ
に
準
じ
て
、
胎
内
市
議
会
議
員

及
び
胎
内
市
長
の
選
挙
に
お
け
る
こ
れ
ら

の
公
費
負
担
の
限
度
額
に
つ
い
て
引
き
上

げ
を
お
こ
な
う
も
の
。」

　
「
こ
れ
は
、
こ
の
４
月
に
開
館
し
た
胎

内
市
美
術
館
の
建
設
資
金
と
し
て
基
金
を

設
け
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
美
術
館
の
完

成
に
伴
い
、
そ
の
役
目
が
終
了
し
た
こ
と

か
ら
、
本
条
例
を
廃
止
す
る
も
の
。」

　
　
　

こ
の
基
金
の
残
額
は
ど
の
ぐ
ら
い

か
。

　
　
　

残
額
は
ゼ
ロ
で
あ
る
。

胎
内
市
議
会
議
員
及
び
胎
内
市
長
の
選

挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の
公
費
負
担
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

胎
内
市
芸
術
文
化
交
流
施
設
建
設
基
金

条
例
を
廃
止
す
る
条
例

　
「
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
か
ら
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
359
万
３
千
円
を
減
額
し
、

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
38
億
４
千
940
万

７
千
円
と
す
る
も
の
。

　

歳
出
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、
人
事
移

動
等
に
伴
い
、
給
料
、
職
員
手
当
等
共
済

費
を
そ
れ
ぞ
れ
減
額
し
た
。」

　
　
　

基
礎
課
税
額
の
限
度
額
が
52
万
円

か
ら
54
万
円
に
上
が
っ
た
が
、そ
れ
に
つ
い

て
の
世
帯
数
が
ど
れ
く
ら
い
あ
っ
た
の
か
。

　
　
　

医
療
分
の
限
度
額
52
万
円
を
54
万

円
に
引
き
上
げ
た
こ
と
に
関
し
、
８
世
帯

が
限
度
額
か
ら
外
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
「
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
３
千
91
万
１
千
円
を
追

加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ

ぞ
れ
34
億
５
千
191
万
１
千
円
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

　

歳
出
で
は
、
平
成
29
年
４
月
か
ら
の

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

の
開
始
に
向
け
て
、
高
齢
者
の
介
護
予

防
教
室
等
の
通
い
の
場
や
、
生
活
支
援

の
活
動
拠
点
と
な
る
新
た
な
施
設
整
備

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

厚
生
環
境

総
務
文
教

に
係
る
事
業
費
を
計
上
し
た
。」

　
　
　

介
護
予
防
生
活
支
援
施
設
整
備
工

事
で
２
千
852
万
７
千
円
が
上
が
っ
て
い
る

が
、
施
設
は
ど
こ
か
。

　
　
　

築
地
地
区
で
竹
嶋
小
学
校
跡
地
の

体
育
館
裏
で
あ
り
、
約
200
㎡
弱
く
ら
い
の

木
造
平
屋
１
棟
を
予
定
し
て
い
る
。

　
　
　

介
護
予
防
と
い
う
こ
と
だ
が
、
具

体
的
に
ど
う
い
っ
た
施
設
を
目
指
し
て
い

く
の
か
。

　
　
　

機
能
低
下
の
あ
る
方
へ
の
短
期
集

中
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
、
要
支
援
者
の
ミ
ニ
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
、
住
民
運
営
に
よ
る
通
い
の

場
ま
た
、
地
域
の
茶
の
間
、
認
知
症
カ

フ
ェ
開
催
の
場
と
し
て
考
え
て
い
る
。

　
　
　

施
設
管
理
委
託
料
で
警
備
業
務
と

電
気
保
安
が
上
が
っ
て
い
る
が
、
い
つ
か

ら
委
託
す
る
の
か
。

　
　
　

議
決
を
い
た
だ
い
た
後
に
進
め
、

12
月
位
ま
で
に
建
設
し
、
１
月
、
２
月
、

３
月
の
委
託
料
で
あ
る
。

　
「
平
成
27
年
12
月
７
日
に
、
大
出
地
内

の
交
差
点
に
お
い
て
市
職
員
の
運
転
す
る

公
用
車
と
一
般
市
民
が
運
転
す
る
乗
用
車

が
衝
突
し
、
相
手
方
に
対
し
て
負
わ
せ
た

損
害
額
121
万
２
千
289
円
を
負
担
す
る
と
と

も
に
和
解
を
し
た
い
と
す
る
も
の
。」

　
　
　

過
失
割
合
と
損
害
賠
償
額
の
内
訳

は
。 損

害
賠
償
の
額
の
決
定
及
び
和
解
に
つ
い
て

　
　
　

当
方
が
８
割
、
相
手
方
が
２
割
で

あ
る
。
車
の
修
理
代
が
73
万
６
千
214
円
、

慰
謝
料
が
23
万
７
千
915
円
、
医
療
費
が

23
万
８
千
160
円
で
あ
る
。

　
　
　

公
用
車
の
台
数
と
年
間
の
保
険
料

は
。

　
　
　

市
長
車
を
は
じ
め
学
校
、
施
設
関

係
の
ト
ラ
ッ
ク
等
も
あ
る
。
当
初
予
算
に

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
リ
ー
ス
車
も
あ

り
、
リ
ー
ス
契
約
に
よ
っ
て
内
容
が
違
う

の
で
正
確
な
金
額
は
財
政
課
に
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
。

　
「
新
発
田
市
と
の
定
住
自
立
圏
形
成
協

定
を
念
頭
に
、
協
定
の
締
結
に
関
し
、
締

結
、
変
更
ま
た
は
廃
止
に
関
す
る
こ
と
。」

　
　
　

自
立
圏
構
想
が
ま
と
ま
る
の
は
い

つ
頃
か
。

　
　
　

議
決
を
前
提
に
す
る
と
、
９
月
の

定
例
会
に
定
住
自
立
圏
協
定
の
締
結
の
議

案
を
上
程
す
る
予
定
。

　
　
　

中
心
市
の
新
発
田
市
と
胎
内
市
で

協
定
し
、
新
発
田
市
と
聖
籠
町
で
、
各
々

協
定
す
る
が
、
こ
の
三
者
の
関
係
は
ど
う

い
う
位
置
づ
け
か
。

　
　
　

基
本
的
に
は
、
中
心
市
と
近
隣
市

町
村
の
枠
組
み
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
し

た
が
っ
て
、
胎
内
市
と
聖
籠
町
が
協
定
を

結
ぶ
と
い
う
設
定
は
な
い
。
協
定
数
は
２

つ
の
予
定
。

胎
内
市
議
会
の
議
決
に
付
す
べ
き
事
件
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

常
任
委
員
会
審
査

産
業
観
光

ま
ち
づ
く
り
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ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

期　

日
・
平
成
28
年
５
月
16
日

視
察
先
・
岩
手
県
遠
野
市

テ
ー
マ
・�

中
心
市
街
地
に
お
け
る
活
性
化

事
業
の
取
り
組
み

（
概
要
）

　

遠
野
市
で
は
、
平
成
21
年
度
よ
り
５

カ
年
計
画
で
、
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
を
策
定
。「
町
家
の
心
が
息
づ
く

語
ら
い
の
ま
ち
・
永
遠
の
日
本
の
ふ
る

さ
と
遠
野
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
、

そ
の
実
現
に
向
け
、
観
光
施
設
で
あ
る

「
と
お
の
物
語
の
舘
」
や
「
遠
野
市
立

博
物
館
」
を
整
備
、
あ
わ
せ
て
、
明
治

の
文
豪
・
柳
田
國
男
著
作
の
遠
野
物
語

発
刊
百
周
年
記
念
事
業
イ
ベ
ン
ト
等
の

ソ
フ
ト
事
業
の
展
開
に
よ
り
、
市
民
と

観
光
客
の
回
遊
と
交
流
が
、
盛
ん
に
進

め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
そ
の
矢
先
、

３
・
11
東
日
本
大
震
災
に
見
舞
わ
れ
、

市
役
所
本
庁
舎
全
壊
、
震
災
時
に
は
内

陸
部
と
沿
岸
部
を
結
ぶ
、
後
方
支
援
拠

点
の
役
割
を
担
っ
た
影
響
で
当
初
大
き

く
掲
げ
た
観
光
客
数
は
減
少
に
転
じ

た
。

　

こ
の
事
を
踏
ま
え
、
翌
平
成
24
年
に

は
こ
の
活
性
化
基
本
計
画
を
更
に
進
化

さ
せ
る
べ
く
、
本
庁
舎
整
備
事
業
や
、

ま
ち
な
か
再
生
事
業
を
含
め
た
、
公
的

施
設
全
体
の
あ
る
べ
き
姿
に
つ
い
て
検

討
す
る
市
民
50
人
に
よ
る
「
遠
野
ス
タ

イ
ル
に
よ
る
庁
舎
機
能
の
あ
り
方
を
語

る
市
民
懇
話
会
」
を
設
置
。
１
年
か
け

７
回
の
審
議
結
果
を
受
け
、
市
の
整
備

方
針
を
決
定
。
更
に
そ
の
整
備
方
針
を

総
合
的
に
検
証
す
る
た
め
、
ま
ち
づ
く

り
に
精
通
し
た
外
部
有
識
者
７
名
で
構

成
す
る
「
進
化
ま
ち
づ
く
り
検
証
委
員

会
」
に
依
頼
。
平
成
26
年
２
月
ま
で
４

回
開
催
し
、
そ
の
検
証
結
果
を
市
議
会

全
員
協
議
会
へ
報
告
。
そ
の
後
、
４
回

の
市
民
説
明
会
、
７
回
の
市
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
お
い
て
の
140
の
提
言
を
頂

く
な
ど
、
市
民
と
の
徹
底
し
た
議
論
を

経
て
、
平
成
28
年
４
月
、
第
１
期
計
画

を
更
に
進
化
さ
せ
た
「
市
役
所
本
庁
舎

を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
」
が
ス
タ
ー

ト
し
た
。
将
来
の
人
口
減
少
時
代
に
向

け
た
準
備
と
し
て
、
機
能
の
集
約
、
市
街

地
の
賑
わ
い
創
出
、
高
齢
者
な
ど
交
通

行政視察
報告

閉会中
所管事務調査

弱
者
へ
の
対
応
等
を
考
え
、
場
所
を
公

共
交
通
機
能
の
充
実
し
て
い
る
駅
舎
整

備
を
含
む
駅
近
隣
で
の
整
備
を
提
言
。

ま
ち
づ
く
り
の
途
中
変
更
と
い
う
、
災

い
転
じ
て
、
市
民
み
ん
な
で
つ
く
る
素

晴
ら
し
い
ま
ち
が
出
来
る
事
を
委
員
一

同
願
っ
た
次
第
で
あ
る
。

（
文
責　

富
樫　

誠
）

遠野物語

遠野市でのまちづくり常任委員会　行政視察

レンガ造り２階建ての特徴ある遠野駅
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※今回は紙面の都合により主なものを掲載しましたが、後日、すべての内容をホームページにて公開しますのでご覧下さい。
項　　 目 主　な　質　問　・　意　見　内　容

第 1 回
定 例 会
関 連

・辺地事業は黒川地区に集中しているが、築地・乙地区は該当にはならないのか。
・胎内市美術館の事業費はいくらか、入館者数の見込み、入館料は。
・洋上風力発電の進捗状況について分かったら教えてほしい。
・中条駅西口開発整備には多額の資金を投入すると思うが、メリットはあるのか。
・少子化が進み、若者が少なくなっている。中学校再編成の質問が載っているが、中条高校の存

続を市議会としても全力を尽くしてほしい。
・中小企業、小規模企業振興基本条例があらたに設けられたが、条例の意義や今後どう展開して

いくのか。また、他市では、農業を含めた条例をつくっているところもあり、胎内市の実情か
ら農業を含めた形の産業振興条例であるべきではないか。

・予算や政策を作るのは市職員の仕事だが、議員が進むべき方向性を示し、そのための予算・政
策の必要性を提案するようなシナリオやプランを作ってお互いに議論すべきである。

防 災 関 連

・熊本地震において、胎内市はどのような支援活動をしたのか。
・塩の湯温泉は一時避難場所になっているが、耐震検査は終わっているのか。各集落センターの

耐震工事補助は公共施設の対象から外されているが、指定された避難場所も含め耐震診断だけ
でもしてほしい。

観 光 事 業
関 連

・市の海水浴場は村松浜だけだが、もっと観光地として浜を整備して活性化を図っていくように
検討してもらいたい。夏の時季だけでもホームページでＰＲしてほしい。

・商工観光課で実施している探鳥会だが、奥胎内は野鳥の宝庫。各課長には案内があるようだが、
せめて議長、副議長に案内があってもよいのでは。

・市の活性化という意味で、春に完成した胎内市美術館はじめ、市内には城の山古墳や会津八一、
米粉など豊富な観光資源がたくさんある。新たに立ち上がった観光ボランティアや地域おこし
協力隊等と調和を図りながら、外部から人を呼ぶような政策を考えていただきたい。

・観光に関することで、馬頭観音まつりは下赤谷区長さんを先頭に頑張ってやっているが、神事
ということで行政が動かない。イベントとして政教分離などと言わず、観光協会ともども応援
してほしい。

・観光協会のホームページは、３月 31 日から変わっていない。ホームページを更新しないのはど
うなっているのか。

ス ポ ー ツ
関 連

・ＮＰＯ胎内が設立されたが、各団体は組織的に機能していないのでは。また、高齢者スポーツ
にも予算を付けてほしい。

議 会 関 連
・昨年の意見交換会で議員定数を削減し、議員報酬を上げる話であったが、その経過は。
・今回の意見交換会の内容は、議会報やホームページに掲載するのか。

地 域 の
課 題

・北成田は、新発田市に近いので家族で新発田県立病院に送迎しているが、のれんす号を新発田
方面まで回せないものか。

・消雪パイプ敷設工事計画、優先順位や進捗状況はどのようになっているのか。
・松くい虫が付いた木は市で片づけるが、枯れそうな木や倒木は片づけてくれないが措置方法は。
・側溝などの危険箇所の早急な改修および是正をお願いする。
・村松浜海岸の浸食問題で、消波ブロックを入れてほしいと市に要望したが、被害が出ている場

所が優先とのことだった。白砂青松を残してほしい。

そ の 他

・総合体育館の２階部分の観客席２～３列目から下が見えないので、壁からアクリル板に変えて
見えるようにしてほしい。

・女性活躍が叫ばれている中、市職員の中で管理職の女性がいない。また、市議会の定数を２～
３減らすとしているが、女性議員がいない。女性議員の枠を作っては。

第4回　市民と議会の意見交換会
5月 27日（金）、28日（土）　4会場で開催
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そ の 他

・水道管の老朽化対策については、計画的に整備していると思うが、具体的な計画が見えるよう
インフラ整備強化に力を入れてもらいたい。

・洋上風力については、環境・漁業・採算性のリスクが考えられる。再生エネルギーは他にも地
熱発電、太陽光、バイオマス、小規模水力発電などがある。洋上風力事業は市にとって恩恵が
あるのか精査、検証して評価していくべきだ。大規模開発事業に市が抱えていくのは、時期尚
早ではないか。

・今後さまざまな課題について市が本格的に取り組むと思うが、総合計画策定などコンサルタン
ト頼みでなく、市民ないし市役所が力をつけて、やりきる姿勢が必要と感じる。

・新潟日報で地方創生事業について掲載されていたが、県内 30 市町村で計画書を作るのに一番金
額が多い。胎内市では汗も流さず外部委託したのでは。

・市職員の資格制、登用制はご存知か。改定していくとかその制度が無いのであれば作成し、指導・
育成する計画を実行していくことが重要で、そういう制度を議員の皆さんが良いのは生かして、
悪いのは正して行くことが先決だと思う。男性、女性だからどうの、新人職員だからどうのだ
けでなく、全職員に対する教育制度について、すべて市に任せるのではいけないと思う。

築地農村環境改善センター（5月 28日） きのと交流館（5月 28日）

黒川地区公民館（5月 27日） 産業文化会館（5月 27日）

　

７
月
５
日
、
議
会
で
は
、
当
市
が
発
祥

の
地
で
あ
る
米
粉
の
更
な
る
普
及
と
消
費

拡
大
の
促
進
を
目
的
と
し
た
米
粉
条
例

〔
仮
称
〕
の
制
定
を
検
討
す
る
た
め
、
市

内
で
米
粉
商
品
の
開
発
を
は
じ
め
、
米
粉

の
普
及
活
動
を
展
開
し
て
い
る
、
た
い
な

い
「
食
」
の
わ
い
わ
い
会
議
と
意
見
交
換

会
を
実
施
し
た
。

　

米
粉
普
及
の
活
動
状
況
を
は
じ
め
、
米

粉
の
魅
力
や
可
能
性
に
つ
い
て
話
し
合
わ

れ
た
一
方
、「
米
粉
を
買
え
る
場
所
が
少

な
い
」、「
コ
ス
ト
高
」、「
商
品
開
発
や

販
売
・
Ｐ
Ｒ
を
行
う
活
動
拠
点
が
な
い
」

な
ど
の
多
く
の
意
見
も
聞
か
れ
た
。

　

議
会
で
は
、
今
後
も
関
連
団
体
や
市
民

か
ら
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
条
例
制

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

産業文化会館で行なわれた意見交換会

た
い
な
い
「
食
」
の
わ
い
わ
い
会
議
と

議
会
の
意
見
交
換
会
報
告
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政務活動費収支結果報告
平成27年４月１日～28年3月31日

平成27年度

平成 27 年度会派別政務活動費収支結果� （単位：円）

科 目 政務活動費
の内訳 政和会 6名 緑風会 5名 志政会 3名 日本共産党 公明党 農政会 新風の会

収 　 　 入 1,296,000 432,000 360,000 216,000 72,000 72,000 72,000 72,000
補助金内支出 1,296,000 432,000 360,000 216,000 72,000 72,000 72,000 72,000
返 還 金 4,468 0 0 0 0 0 4,468 0
支 　 　 出 1,470,042 570,287 368,493 222,515 75,127 89,412 67,532 76,676
調 査 研 究 費 523,156 358,617 0 75,127 89,412 0 0
研 修 費 872,408 570,287 0 222,515 0 0 39,803 39,803
資 料 作 成 費 60,282 0 0 0 0 0 23,409 36,873
資 料 購 入 費 14,196 0 9,876 0 0 0 4,320 0
広 報 費 0 0 0 0 0 0 0 0
広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0 0
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0
事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0
そ の 他 経 費 0 0 0 0 0 0 0 0

会 員 名

会 長 富 樫　 誠 渡 辺 宏 行 高 橋 政 実

丸 山 孝 博 渡 辺 栄 六 榎 本 丈 雄 佐 藤 武 志

幹 事 長 森 田 幸 衛 薄 田　 智 桐生清太郎
会 計 天 木 義 人 八 幡 元 弘 渡 辺 秀 敏
会 員 渡 辺　 俊 坂 上 清 一
会 員 小 野 徳 重 佐 藤 陽 志
会 員 森 本 将 司

平成 27 年度議員別政務活動費収支結果� （単位：円）

科 目 薄田　智
（緑風会）

森本　将司
（政和会）

八幡　元弘
（緑風会）

佐藤　陽志
（緑風会）

渡辺　秀敏
（志政会）

坂上　清一
（緑風会）

小野　徳重
（政和会）

渡辺　栄六
（公明党）

天木　義人
（政和会）

収 入 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000
補助金内支出 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000
返 還 金 0 0 0 0 0 0 9,280 23,330 27,050
支 出 73,516 48,511 56,784 89,566 55,711 53,316 38,720 24,670 20,950
調査研究費 0 48,511 0 5,000 0 0 0 0 0
研 修 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資料作成費 37,891 0 0 0 18,991 0 5,220 11,396 0
資料購入費 35,625 56,784 0 53,316 33,500 712 20,950
広 報 費 0 0 84,566 36,720 12,562 0
広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他経費 0 0 0 0 0 0 0 0 0

科 目 佐藤　武志
（新風の会）

榎本　丈雄
（農政会）

森田　幸衛
（政和会）

高橋　政実
（志政会）

桐生清太郎
（志政会）

富樫　誠
（政和会）

渡辺　宏行
（緑風会）

丸山　孝博
（日本共産党）

渡辺　俊
（政和会）

収 入 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000
補助金内支出 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000 48,000
返 還 金 13,635 0 0 22,318 0 8,904 0 0 0
支 出 34,365 48,134 61,560 25,682 50,199 39,096 62,052 48,545 49,368
調査研究費 10,092 0 0 0 0 0 0 0 0
研 修 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
資料作成費 23,561 32,537 0 15,336 7,923 0 0 14,522 0
資料購入費 712 15,597 0 9,876 42,276 39,096 62,052 34,023 0
広 報 費 0 0 61,560 470 0 0 0 49,368
広 聴 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
人 件 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
事 務 所 費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
その他経費 0 0 0 0 0 0 0 0 0
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エ
ン
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新
和
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番
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号平成 28年第２回定例会の議決結果   ２ページ

一般質問（10人） ３～ 12ページ
常任委員会審査 13ページ
まちづくり常任委員会行政視察 14ページ
市民と議会の意見交換会 15 ～ 16ページ
わいわい会議と議会の意見交換会 16ページ
平成 27年度政務活動費収支結果報告 17ページ

村松浜在住の浮須さんファミリー　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　左から　小百合（さゆり）さん　３歳、華子（はなこ）さん　６歳、

健汰（けんた）さん　小２、汰郎（たろう）さん　小４　   

No.48
平成28年8月12日
（2016年）

【題字】 大泉　茜さん

主な内容

第 3回定例会日程（予定）

H28年

編
集
後
記

編
集
後
記

　
胎
内
市
に
は
空
き
家
が
数
百
件

あ
り
、
空
き
家
バ
ン
ク
が
立
ち
上
が

り
ま
し
た
。す
で
に
数
件
の
登
録
が

あ
り
、
商
談
も
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。„
も
っ
た
い
な
い
“
の
精
神
で

使
え
る
物
件
は
有
効
に
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
さ
て
、
今
年
も
東
洋
経
済
新
報
社

に
て
行
わ
れ
た
全
都
市
「
住
み
よ
さ

ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
て
胎
内
市
は
813
都

市
中
、
昨
年
の
89
位
か
ら
74
位
と
順

位
を
上
げ
ま
し
た
。ま
た
、
県
内
に

お
い
て
は
20
市
中
４
位
か
ら
２
位

に
浮
上
し
て
い
ま
す
。住
み
よ
さ

は
、
行
政
だ
け
が
作
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。総
合
計
画
策
定
に
関
わ

り
共
に
未
来
を
志
向
す
る
方
々
、
米

粉
普
及
の
た
め
日
夜
研
鑽
を
続
け

る「
わ
い
わ
い
会
議
」の
皆
さ
ん
、
他

に
も
文
化
・
芸
術
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
市
民
の
活
動
が

あ
り
ま
す
。〈
人
口
〉と
い
う
観
点
で

な
く
〈
市
民
満
足
〉
と
い
う
分
野
に

お
い
て
、
胎
内
市
が
一
つ
の
手
本
に

な
る
時
が
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
た
だ
、
空
き
家
や
貧
困
な
ど
の
問

題
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。更
な
る
住

み
よ
さ
を
目
指
し
、
共
に
こ
れ
か
ら

の
胎
内
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

（
佐
藤
陽
志
　
記
）

◎
第
１
回
定
例
会
の
議
決
結
果
に
つ
い
て（
Ｐ
２
）

・
特
に
問
題
は
な
い
が
、
も
う
少
し
字
を
大
き
く
し

て
他
の
所
と
同
様
に
色
を
付
け
た
方
が
読
み
や
す

い
。

◎「
平
成
28
年
度
一
般
会
計
予
算
」
及
び
、「
北
朝
鮮

の
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
抗
議
し
、
核
兵
器
・
ミ
サ
イ
ル

を
放
棄
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
を
提
出
す

る
こ
と
へ
の
討
論
に
つ
い
て（
Ｐ
３
）

・
特
に
反
対
討
論
に
つ
い
て
、Ｐ
２
の
表
の×

表
記
だ

け
で
は
わ
か
ら
な
い
理
由
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
良

い
。

◎
会
派
代
表
質
問
・
一
般
質
問
に
つ
い
て
（
Ｐ
４
〜

Ｐ
15
）

・
春
ら
し
い
ピ
ン
ク
色
刷
り
で
文
字
も
目
立
ち
、
読

み
易
く
て
良
か
っ
た
。

◎
閉
会
中
所
管
事
務
調
査
・
行
政
視
察
報
告
に
つ
い

て（
Ｐ
16
〜
Ｐ
17
）

・「
厚
生
環
境
常
任
委
員
会
」
の
内
容
は
、
施
設
の
概

要
と
文
責
者
の
コ
メ
ン
ト
が
は
っ
き
り
色
を
使
っ
て

分
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、他
の
委
員
会
の
内
容
は
、概

要
と
コ
メ
ン
ト
が
一
緒
に
な
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る

の
か
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

◎
常
任
委
員
会
審
査
に
つ
い
て（
Ｐ
18
〜
Ｐ
19
）

・
文
字
数
は
多
い
が
、
太
字
や
色
分
け
さ
れ
て
い
た

の
で
、す
ら
す
ら
と
読
め
ま
し
た
。

◎
平
成
28
年
度
予
算
審
査
特
別
委
員
会
に
つ
い
て

（
Ｐ
20
〜
Ｐ
21
）

・
写
真
が
多
く
見
易
く
て
良
か
っ
た
。

◎
表
紙･

裏
表
紙
（
傍
聴
記
、
編
集
後
記
等
）
に
つ
い

て・
背
表
紙
の
色
と
二
色
刷
を
揃
え
ら
れ
て
い
て
ま
と

ま
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。先
回
の
緑
は
良
か
っ

た
の
で
他
の
色
の
場
合
を
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、

問
題
な
く
安
心
し
ま
し
た
。今
後
の
色
も
期
待
し
ま

す
。

◎
議
会
報
に
関
す
る
意
見
、提
言

・
今
回
の
ベ
ー
ス
の
ピ
ン
ク
色
は
春
ら
し
く
見
た
目

は
良
い
の
で
す
が
、と
て
も
読
み
に
く
か
っ
た
。

き
の
と
小
学
校
　
６
年
生

 

大
泉

　茜

 

　
　
　
　
さ
ん
の
作
品
で
す
。

私
は
読
書
が
好
き
で

す
。
学
校
で
は
、
図

書
委
員
長
と
し
て
、

多
く
の
人
に
本
を
読

ん
で
も
ら
え
る
よ
う

に
工
夫
し
て
い
ま

す
。
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー

や
推
理
小
説
な
ど
、

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い

ろ
な
本
を
読
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

お
お
い
ず
み

あ
か
ね

議
会
報
モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果（
主
な
も
の
）

（
平
成
28
年
５
月
２
日
発
行
）を
見
て

No.
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胎内市ホームページアドレス　http://www.city.tainai.niigata.jp/

おおいずみ あかね

表紙の写真「胎内市を担う子どもたち」　
私たちの将来の夢は…浮須　汰郎さん（小４）　　日本代表のサッカー選手
　　　　　　　　　　　　　健汰さん（小２）　　アルビレックス新潟のサッカー選手
　　　　　　　　　　　　　華子さん（６歳）　　歯医者
　　　　　　　　　　　　　小百合さん（３歳）　看護師 

た ろ う

け ん た

は な こ

さ   ゆ   り

 26日　議会運営委員会
 
 ２日　本会議（初日）
 ８日　総務文教常任委員会
 ９日　厚生環境常任委員会
 12日　産業観光常任委員会
 13日　まちづくり常任委員会
 20・21日　本会議（一般質問）
 26日　決算審査特別委員会
　　　　　　 （一般会計）
 27日　決算審査特別委員会
　　　　　　 （特別会計）
 28日　決算審査特別委員会
　　　　　　 （企業会計）
 
 ３日　本会議（最終日）

8月
9月

10月


